
三重県亀山市・能褒野開拓 

 

三重県亀山市の能褒
の ぼ

野
の

開拓は、三重県の北部で、古墳が多く発見されている地域にある。 

この地に「古事記」や「日本書紀」に登場するヤマトタケルノミコトの墓とされる「能褒

野王塚古墳」がある。ヤマトタケルノミコトは、東国遠征の帰還途中に「伊勢国能褒野」で

病死したとされる。 

この古墳は４世紀後半築造とみられ、全長 90㍍、高さ９㍍の規模で、この地域最大の前

方後円墳だ。平安時代以降、ヤマトタケルノミコトの墓の所在地は不明となっていたが、１

８７９（明治 12）年に内務省によってヤマトタケルノミコトの墓であると定められ、今日

でも宮内庁により管理されている。 

太平洋戦争時はここに、パイロットを育てるための北伊勢陸軍飛行場があった。戦局が悪

化してくると、特攻隊員を育てる訓練場となっていった。 

古代から昭和に至るまで、様々な時代の流れを観てきたこの地に開拓者が入植したのが

46年。海外からの引き揚げ者や元軍人など１００名が、約２・27平方㌖の飛行場跡地の開

墾に当たった。 

能褒野や隣りの鈴鹿市北西部の土壌は「黒ぼく土」と呼ばれ、酸性土壌で保水性や排水性

に富み、肥料持ちが良く、植木やお茶の生産に適していた。 

64 年の東京オリンピックを契機に植木の需要が大いに高まり、三重サツキやツツジの生

産が急速に増えていった。現在では、植木全般において、全国屈指の生産地としての一角を

占めている。 

また、この地域は工場地帯でもあり、開拓地の一部は企業の工場などに変貌を遂げている。 

87年１月、開拓 40周年として開拓記念碑（写真）が、能褒野公民館敷地内に建てられた。

碑文の一部には「ヤマトタケルノミコト伝承の地で国家緊急開拓事業の責務の一端を果た

し、全国優秀開拓団の栄誉を得た」と刻まれている。 

 

 

  



三重県亀山市・能褒野開拓 

 

①調 査 日  2019年６月 26日 

②所 在  亀山市能褒野町 

③地区の沿革  昭和 21 年旧陸軍飛行場跡地が解放され、引揚者ら 100 名が入

植した。 

④設置年月日  昭和 62年１月 17日 

⑤設 置 者  入植者 

⑥碑 名  入植 40周年記念碑 

⑦碑文（表面）  開拓記念碑  農林水産大臣 加藤 六月 

⑧碑文（裏面）  開拓記念碑由来 

我ラガ 日本武尊伝承ノ地 此処能褒野ニ 開拓ノ業ヲ 起セシハ 戦後ノ混迷

未ダ醒メヤラヌ 昭和二十一年如月ノ頃ナリキ 此ノ地ニ集ヒシ者 引揚者 戦

災者 及ビ元軍人軍属ノ百名ニシテ 相七携ヘテ開拓ノ実ヲ遂ゲンコトヲ約ス 

国敗レテ山河アリ 我ラニ与ヘラレシハ 旧陸軍北伊勢飛行場跡ノ広漠タル原

野ナリキ 

爾来星霜ヲ重ヌルコト四十年 アルハ灼熱ノ炎天下 アルハ寒風吹キ荒フ月

明ノ中 我ラハコノ原野ニ挑ミタリ ソノ辛苦ヤ思フベシ 今ヤ原野ハ化シテ沃

土トナリ 我ラハ一戸ノ農家トシテ生計ヲ立ツルニ至レリ 亦 国家緊急開拓事

業ノ責務ノ一端ヲ菓シ 全国優秀開拓団ノ榮譽ニ欲スルコトヲ得タリ 以テ自

ラ足レリトスルモ 豈ニ神霊ノ加護ヲ想ハザル可ケンヤ 

然レドモ 途次ニシテコノ地ニ没セシ者 当初入植者ノ半バニ垂ントス マタ

若輩タリシ者モハヤ老境ニ入レリ 漸ク二世ノ時代トハナリヌ 然リ 時ハ移リ

世ハ替レド同志ノ血脈ハ縷々トシテ今日ニ及ビ 能褒野農業協同組合ノ支柱ト

シテ 厳存スルハ偉トスベキナリ 

●●●●●ビニ各界ノ我ラニ寄セラン●●●ニ感謝ノ意ヲ表スルト共ニ 故

人ヲ偲ビ 開拓ノ事跡ヲ子孫後世ニ伝ヘンガタメニ コノ碑ヲ建立ス  

 昭和六十二年一月一七日 

⑨現在の状況  ＪＡ鈴鹿能褒野店隣に建立、管理されている。 

  



 

         

  



 


